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中国
で
最
大の
発
行部
数
を
もっ
新

聞
は 、
当
然の
こ
と
な
が
ら
中
国
共
産

党の
機
関紙
『人
民日
朝刊』
だ
ろ
う 、

と
考
え
た
ら 、
こ
れ
は
大
き
な
間
違い

で
あ
る 。
数
年
前 、
『
人
民
日
報』
の

国
際
郎
主
任
が
初
め
て
その
発
行
部
数

を
明
らかに
し
た
こ
と
が
あっ
た
が 、

当
時の
発
行
部
数
は
三
百四
十
万
部だ

と
の
こ
と
で
あっ
た 。
人口
を
八
億五

千
万
と
す
れば 、
二
百
数
十
人に一
部

の
普
及
率と
い
う
こ
と
に
なる 。

。

で
は 、
中
国で
最
大の
発
行
部
数
を

もっ
新
聞
は
な
に
か
と
い
うと 、

現

在 、
七
O
O
万の
発
行
部
数
を
もっ
と

い
わ
れる
『
容
致
（考）
消
息』
で
あ

る 。
こ
の
新
聞は 、
新
議社が
毎
日
編

集
発
行
するタ ．フロ
イド
版図
頁
建
て

の
れっ
きと
し
た
新
聞で
あ
る
が 、
幹

部
向
けの
内
郁
新
聞
で
あっ
て 、
間
字

の
脇に
は
〈
注
意
保
存・
不
得
外
伝〉

と
記
さ
れてレ
る 。

『品世
放
消
息』は 、
もっ
ぱ
ら
外
国
通

信
社や
外
国の
新
聞の
記
事
を
伝
える

新
聞で
あ
り 、
ま
さに
「
敵
を
知り
己

れ
を
知
れば
百
戦
危
うか
ら
ず」
と
い

う
立
場
か
ら
発
行
さ
れてい
る
の
で
あ

っ
て 、
毛
沢
東
もか
つ
て『
診孜
消
息』

の
もつ
意
義
を
大い
に
た
た
え
た
こ
と

が
あ
る
｛「省 、
市安員会書記会磁の総

括」 、
一
九五七年一
月三
こ
の
と
き
毛

沢
東は
『
参
孜
消
息』
の
発
行
部
数
を

四
十
万
に
すべ
ぎで
あ
る
と
いっ
てい

た
のに 、
今
日
で
は
七
O
O
万
部
も出

てい
る
とい
うの
で
あ
る
か
ら 、
その

発展ぷ
り
は
ま
さ
に
「
大
躍進」
で

あり、
『
参致
消
息』
は
お
そ
らく 、

世界
最
大の
発
行
部
数
を
もっ
新
聞と

い
う
こ
と
に
なる
だろ
う 。

こ
う
なると 、
逆に 、
こ
の
新
聞の

「
秘
密
性」
は
薄
れ
る
わ
け
で 、
しば

しば
海
外に
も
流出
す
る
し 、

私
自

身 、
昨
年の
訪中時に 、
ホ
テル
の
服

務
員
が
『
歩致
消
息』
を
読ん
でレ
る

の
を
目
恕
し
た 。
その
ホ
テル
に
常
時

泊っ
てい
た
私の
知
人の
穏
だと 、
ホ

テル
の
服
務
員
が
『
人
民
日
報』
や
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『
光
明
日
報』
な
ど
の
新
聞
と一
務

に 、
間
違
え
て
その
知
人の
部
屋に
配

っ
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う 。

『品世孜
消

息』
のこ
う
し
た

e
大衆
化e
の
た
め

か 、
中
国
で
は 、
よ
りザ
1

キュ
レ
l

ショ
γ
の
限
ら
れた
『
参
放
資
料』 、

さ
らに
は
『
極秘』
と
い
う
内部
新
聞

が
今
日
あ
る
と
もい
う 。

。

随 想

と
こ
ろ
で 、
わ
が
国
は 、
こ
のとこ

ろロ
ッ
キ
ー
ド

事件で
大
騒
ぎで
あ
る

が 、
こ
れ
ほ
ど
の
大
事
件
で
あっ
て

も 、
『人
民
日
報』
は 、
い
わ
ゆ
る一一

ュ
1ス

を
伝
える
新
聞で
は
な
い
の

で 、
報
道
し
ない

。
自由e
を
もっ
て

い
る 。
日
本の
場
合だっ
た
ら 、
隣国

の
こ
ん
な
大
政
件
を
報じ
ない
新
聞
な

ど
考
え
ら
れ
ない
し 、
盛
大
な－
二
ー

ス
を
他
社に
抜か
れた
ら 、
そ
れだ
け

で
大
失
点に
なる
の
だ
が 、
そこ
は
さ

す
が
中国
で
あ
る 。

ウォ
ー
タ
ー

ゲ
l
ト

事
件
の
際
に

は 、
『
人
民
日
報』
がこ
れを
「
水
門

事
件」
と
し
て
あっ
さり
報じ
は
し
た

もの
の 、
ユ
ク
ソ
γ
のス
キャ
γ
〆
ラ

ス
なイメ
ー
ジ
が
鮮
し
く伝
え
ら
れた

わ
け
で
は
ない
の
で 、
中
国
民
衆に
と

っ
て 、
ニ
タ
ソ
γ
は
依
然と
し
て
米
中

接
近
を
獄み
た
「
偉
大
な大統
領」
な

の
で
あ
る 。
こ
う
し
た
状
況が
あ
れば

こ
そ 、
本
年
初
頭
のニ
ク
ソソ
訪
中
時

に 、
中
国
民
阜県
は
彼
を
大
歓
迎
し
た
の

だ
と
い
えよ
う 。

く〉

そこ
で 、
わ
が
田
中・
前
首
相の
場

合だ
が 、
周
知の
よ
うに 、
回
中・
前

首
相
は 、
日
中
国
交
を
来た
し
た

ι
l
吟

と
し
て
中国で
大
変
評
判の
貫け
刈
物

で
あ
る 。
その
た
め
も
あっ
て
か
『
人

民
日
報』
は
今
日に
い
た
る
ま
でロ
ッ

キ
ー
ド

事件を
伝
え
てい
ない
し 、
図

中
逮
捕
さ
え
報じ
てい
ない 。
もと
よ

『
参
消
致
息』
の
方
は 、
重
要
な

海
外
事
件を
漏
ら
さ
ない
の
で 、
当
然 、

こ
の
事
件
を
報じ
てい
る
は
ず
で
あ

る 。
つま
り
中
級
幹部
以
上
はロ
事
件

や
図
中
逮
捕
を
知っ
てい
る
が 、
中
国

の一
般
民
衆に
は
知
ら
さ
れ
てい
ない

の
で
あ
る 。

庶
民
宰
相
だ
と
い
わ
れ
た
回
中・
前

首
相
で
あ
る
か
ら 、
次のス
テッ
プ
と

し
て
は 、
中
国
を
訪
問
し
て 、
中
国
民

衆の
大
歓
迎
を
受
ける
と
い
う

道
が
な

お
残
さ
れて
い
る 。
もっ
と
も 、
い
ま

は
保
釈
の
身
で
あ
る
の
で 、
その
よ
う

なこ
と
が
法の
う
え
で
出
来る
の
か
ど

うか 、
手
続
上
のこ
と
は
私
は
知
ら
な

い 。

（東京外路大
助教授）

り

言き
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